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危機管理型水位計・簡易型河川監視カメラの設置が完了危機管理型水位計・簡易型河川監視カメラの設置が完了危機管理型水位計・簡易型河川監視カメラの設置が完了危機管理型水位計・簡易型河川監視カメラの設置が完了

令和２年度より整備を進めてまいりました「危機管理型水位計」

「簡易型河川監視カメラ」の設置が完了し、令和４年３月２５日

より「奈良県河川情報システム」から閲覧できるようになります。

これまで県では、従来の水位計を２７河川５７箇所、河川監視

カメラを１５河川１６箇所に設置してきたところです。

これに加え、住民の早期避難への活用や水位観測データの充実

を図るため、危機管理型水位計を５０河川６８箇所、簡易型河川

監視カメラを４６河川６９箇所の設置を行いました。

近年の気候変動の影響もあり、雨の降り方が変わってきていま

す。水害時に、いち早く安全な避難行動をとるために、「奈良県

河川情報システム」をご活用いただくとともに、「アラームメー

ルサービス」への登録もおねがいします。※ 危機管理型水位計とは水位上昇時のみの水位観測に特化した低コストな水位計です。特徴は次のとおりです。（１）水位上昇時のみ観測（一定水位から観測開始。開始後は、10分毎に観測）（２）設置場所を選ばない（電源が太陽光パネル、通信が無線通信）※ 簡易型河川監視カメラとは
10分毎の定点監視を行う低コストな監視カメラです。特徴は次のとおりです。（１）10分毎の定期的な観測（２）設置場所を選ばない（電源が太陽光パネル、通信が無線通信）（３）LED照明により夜間でも撮影可能


